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報時ろした日1月昭和26年5，（1）

農

村

振

興

の

鍵

産
業
五
ヶ
年
計
圃

五
の
（
三
）
畜
産
（
2
）

　

4
　
養
　
豚

最
近
養
豚
熟
が
盛
に
成
り
喜
ば
し
い
現
状
で

あ
る
。
戦
後
の
役
畜
の
減
少
の
為
堆
肥
檜
産

の
必
要
上
か

ら
ミ
価
格
が
割
合
に
良
い
の
が

主
な
原
因
で
あ
る
●
こ
思
う
o

養
豚
は
他
の
家
畜
－
こ
比
較
し
て
価
格
の
波
の

起
伏
が

甚
だ
し
い
の
で
価
格
の
好
調
の
時
は

盛
に

な
り
低
調
な
る
時
は
怠
に
沈
退
し
易
い

の
で

あ
る
が
然
し
な
が
ら
此
低
調
な
る
時
に

養
豚
の
成
立

つ
経
営
を
研
究
工
夫
し
農
業
経

営
の

中
に

う
ま
く
折
込
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
養
豚
の
最
も
困
難
な
点
は
何
＾
こ

言
つ
て
も
飼
料
の
不
足
で
あ
る
然
し
昨
年
澱

粉
工
場
が
出
來
て
澱
粉
柏
を
利
川
す
る
様
に

な
り
飼
料
面
は
相
当
の
緩
和
が
出
來
た
の
で

あ
る
o
然
し
飼
料
の
購
入
資
金
ミ
成
豚
の
販

売
価
格

さ
を
比
格
し
た
揚
合
、
や
、
さ
も
す

れ
ば
同
格
位
に
な
る
場
合
が
多
い
、
然
し
豚

の
伺
料
代
は
46

日
少
額
宛
叉
は
数
日
置
き
に

購
入
出
來
る
の
で
煙
草
喫
の
煙
草
代
ミ
同
じ

で
豚
を
飼
育
し
な
が
ら
貯
金
が
出
來
る
ぐ
三
西

5
人
は
少
な
い
ミ
思
う
毎
日
朝
夕
を
節
約
し

て

飼
料
を
買
う
事
は
日
掛
貯
金
を
す
る
事
ミ

変
り
な
く
、
そ
し
て
一
年
目
に
は
其
の
ま
ミ

ま
つ
た
金
を
入
手
出
來
て
吹
の
継
資
金
、
こ
す

る
t
）
　
t
t
）
が
舶
來
然
か
も
飼
育
中
に
生
産
さ
れ

た
堆
肥
は
其
の
貯
金
に
対
す
る
利
子
ミ
考
え

る
な
ら
ば
非
常
に
高
率
な
金
利
を
得
る
こ
ミ

に

な
る
o

然
し
我
々
に
は
一
頭
飼
育
す
る
場
合
は
今
述

べ
た
様
な

方
法
が
出
來
る
が
農
業
経
営
の
中

に
折
込
ん
だ
安
定
し
た
畜
産
、
こ
は
考
え
ら
れ

な
い
、
農
業
経
営
の
中
の
畜
産
－
こ
し
て
二
頭

（そ
の
六
）

「

乃

至
三
頭
の
飼
育
を
な
し
然
か
も
其
の
資
料

は

殆
さ

自
給
す
る
態
勢
を
整
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
o
先
す
夏
は
青
草
類
を
粗
飼
料
．
こ
し

て

馬
鈴
渥
の
茎
、
庭
先
利
川
で
糸
瓜
－
こ
か
南

瓜
隼
人
瓜
等
の
栽
培
も
良
い
又
秋
か
ら
冬
に

か

け
て
は
根
菜
類
特
に
大
根
等
は
栄
養
価
は

高
い

し
栽
培
も
容
易
で
あ
る
甘
蕗
蔓
の
利
川

等
此
処
に

掲
ぐ
れ
ぱ
限
り
は
な
い
が
我
々
が

今
迄
利

川
し
て
い
な
か
つ
た
も
の
y
利
用
心

掛
次
第
で
は
容
易
に
栽
培
出
來
る
飼
料
作
物

が
多

い

の
で

あ
る
幸
い
本
年
度
は
村
に
畜
産

技
術
員
が
設
置
さ
れ
る
こ
l
r
J
に
な
り
ま
し
た

の
で
此
の
様
な
方
而
の
徹
底
し
た
指
導
を
受

け
て
農
業
経
営
の
中
に
完
全
な
養
豚
を
折
込

ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

5
　
農
家
の
栄
養
給
源
◆
こ
し
て
の
中
家
畜

我
々
農
家
の
食
生
活
の
改
s
c
’
t
）
か
栄
養
　
’
t
）
か

言
う
・
こ
栄
養
，
こ
こ
ろ
で
は
な
い
贅
沢
言
う
な

’t
）

　
p
叱
り
を
受
け
る
S
思
う
が
敢
え
て
述
べ

る
事
に
す
る
。

水

田
の
耕
作
面
積
が
少
な
く
家
族
は
多
く
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

は
甘
藷
を
主
食
ミ
し
夏
は
麦
を
主
食
－
こ
す
る

農
家
が
大
部
分
あ
る
麦
や
甘
藷
を
圭
食
－
こ
す

れ
ば
腹
は
早
く
減
り
然
か
も
腹
力
は
な
く
作

業
能
牢
は

上

ら
な
い
之
で
は
い
つ
ま
で
立
つ

て

も
浮
ぴ
上
る
こ
ご
は
出
來
な
い
の
で
あ
る

海
岸
地
帯
の
然
か
も
畑
本
意
の
農
村
に
於
て

は
魚
ざ
廿
藷
さ
を
主
食
－
こ
し
て
い
る
が
、
顔

色
は

良
く
然
も
健
康
休
の
人
が
多
い
之
は
魚

　
に
よ
つ
て
栄
養
が
保
た
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

　
る
我
々
は
山
村
の
農
家
で
之
を
真
似
す
る
事

は

川
來
な
い
が
山
村
に
相
応
し
い
方
法
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
取
上

け
ら
れ
る
の
は
山
羊
で
あ
る
山
羊
は
飼
育
が

牛
－
こ
殆
，
ご
同
じ
で
簡
単
で
然
か
も
購
入
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

が
約
三
千
圓
位
で
購
入
＋
來
る
。
大
底
の
山

羊
は

乳
が
約
一
升
位
宛
出
る
山
羊
乳
は
最
も

人
間
の
乳
に
似
て
栄
養
価
が
高
い
．
こ
言
わ
れ

て
い
る
此
の
川
羊
乳
を
侮
日
一
人
二
合
宛
飲

む
ご
主
套
は
廿
藷
で
あ
つ
て
も
麦
C
あ
っ
て

も
普
通
の
人
々
が
米
飯
に
魚
を
添
え
て
食
う

の
’
こ
随
康
状
態
は
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
我

々

は
水
田
を
購
入
す
る
こ
，
こ
の
み
に
努
力
し

な
く
て
も
良
い
，
こ
思
う
。
大
底
の
家
庭
で
は

山
羊
二
頭
位
於
て
甘
藷
を
常
食
．
こ
す
る
な
ら

ば
生

活
畳
は
大

し
て
要
し
な
い
し
廿
藷
作
程

誌
擁
醐
誌
詫
辮
謬
誌
甥

の

外
に
豚
を
二
頭
位
桐
育
し
て
一
頭
は
継
資

金
に
販
売
し
一
頭
は
自
家
用
－
こ
し
て
ハ
ム
や

　
ソ
ー
セ
r
ジ
叉
は
豚
味
噌
’
こ
し
て
保
宥
し
つ

i
”
l
年
間
毎
日
雀
宛
墓
す
ゐ
事
が
出
速

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
れ
ば
普
通
作
は
水
稻
や
陸
悟
左
自
f
K
川
－
r
）
し
　
1

一て叢
し
な
ー
も
豚
や
塁
詣
享
る
｝

　…
が
自
家
川
米
雀
培
す
る
垣
、
変
ら
工

　
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
べ
．
　
　
　
」

百
．
L
i
述
J
．
（
　
E
J
來
“
’
如
く
現
隻
曇
覗
さ
竺

　
な
か
つ
た
申
家
畜
は
災
害
の
多
い
限
れ
た
耕
｝

一地
し
か
な
い
本
村
農
｛
K
　
，
，
）
し
て
3
多
い
に
研
｝

一

究

し
農
業
経
営
の
中
に
取
人
れ
て
行
か
な
け

㎜れ
ば

な
ら
な
い
・
村
－
・
致
し
ま
し
て
も
川
羊
」

二
鵠
眺
聴
竃
酬
舗
蒋
罫

　
之
を
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
o
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i
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七
l
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四
’
A
o
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o
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叫
和
二
十
六
年
度
歳
入
歳
出
予
算

豫

算

決
る
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昭
和
二
十
六
年
度
の
予
算
は
、
丁
度
、
村
長

及
び
議
員
の
改
選
を
前
に
害
議
さ
れ
る
こ
ー
こ

、
な
つ
た
の
で
、
殆
－
ご
総
て
が
l
般
必
要
な

人
件
費
、
物
件
費
等
、
に
留
め
ら
れ
新
規
な

事

業
部
而
に
は
積
極
的
に
乖
川
さ
れ
て
い
な

い
が
か
ζ
ろ
機
関
が
安
定
し
仁
ら
相
当
に
動

く
も
の
．
こ
予
想
さ
れ
る
・
然
し
産
業
五
ケ
年

2
6
年
度
の

議
會
の
窓

三
月
村
議
会
は
二
十
七
日
招
集
さ
れ
、
二
卜

七

日
及
び
三
十
日
の
二
日
間
に
亘
り
左
の
議

案
を
夫
々
審
識
解
決
さ
れ
た
。

　
1
、
田
代
村
職
員
給
与
条
例
改
正

こ
の
条
例
は
去
る
二
月
十
三
日
か
ら
施
行
さ

れ
た

地
方
公
務
員
法
に
基
き
役
揚
吏
員
の
給

料
表
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
、
村
長
、
助
役
、
政
入
役
等
の
諸
給
与
に

　

関
す
る
条
例
一
部
改
正

役
場
吏
員
の
給
与
改
正
に
伶
い
三
役
も
共
に

引
上
け
た
も
の
で
次
の
通
り
で
あ
ゐ
。

　

村
　
p
t
　
1
1
1
’
O
O
O

　

助
役
＝
’
o
o
o

　

牧
入
役
　
1
0
、
o
o
o

　

評
価
員
　
　
八
、
一
〇
〇

　
一
、
田
代
村
議
会
議
員
等
の
報
酬
額
費
用
辣

　

償
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す
る
条

　

例
一
部
改
正

從

來
議
長
七
、
○
○
○
圓
が
1
”
1
1
0
0
0

圓
，
副
議
長
六
、
○
○
○
圓
が
1
1
、
o
o

，
o
圓
、
議
員
五
、
○
○
○
圓
が
1
0
、
o
o

o
圓
、
蹴
在
員
二
、
四
〇
〇
圓
が
四
’
　
o
o

o
圓
に
夫
々
改
め
ら
れ
た
。

右
報
酬
及
び

役
揚
職
員
（
三
役
を
含
む
）
等
の

給
与
は
郡
内
の
各
町
村
三
比
較
し
て
も
最
底

の
線
で
あ
る
。
村
長
及
び
議
長
の
給
与
で
召

引
村
が
本
村
－
こ
同
額
で
新
城
は
1
i
〈
・
　
O
O

o
圓
高
隈
は
’
1
1
1
1
’
　
O
O
O
圓
で
あ
る
o

　
l
、
田
代
手
村
数
料
徴
枚
条
例
一
部
改
正

’
従
來
の
一
般
手
数
料
（
証
明
、
品
麗
等
）

　
一
O
圓
か
二
〇
圓
に
、
境
界
踏
査
の
百
圓
が

弐
百
圓
に
切
符
再
交
付
一
圓
が
二
圓
に
改
め

ら
れ
た
。

　
1
’
住
宅
使
用
料
徴
敗
条
例
一
部
改
正

住
宅
の
使
川
料
二
〇
〇
圓
が
三
〇
〇
圓
に
、

　
一
五
〇
圓
が
二
〇
〇
圓
に
夫
々
改
め
ら
れ
た

　
一
、
二
十
五
年
度
歳
入
歳
出
追
加
匝
生
予
算

く
r
回
1
’
　
O
七
四
、
一
一
五
圓
の
追
加
に
よ

り
総
額
一
七
、
九
〇
八
、
五
四
二
こ
な
り
そ

の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

歳
　
入

　

村
　
税

　

卒
衡
交
付
金
　
四
、
二
四
八
．
三
八
〇

　

財
産
牧
入
　
二
、
三
八
一
、
一
1
1
0

　

使
川
料
手
数
料
．
　
一
七
七
、
七
三
〇

村雑繰寄県国
欄附支斐

出出
債入金金金金

　
卒
衛
交
付
金

　
計
歳
　
出教上消役議

育木防揚会

費費費費費
四
、
0
1
　
O
・
三
五
七

　
　
四

七
二
、
’
四
｛
ハ
1
1
1

　
　
山
ハ
⊥
ハ
四
、
三
〇
〇

　
　
九
九
一
、
二
二
一

　
　
・
二
二
七
、
八
八
九

　

’
七
五
〇
、
O
O
O

四
、
〇
七
五
’
　
o
o
o

耐
会
労
働
施
設
費
一
、

　
　
四

二
〇
、
八
六
五
一

四
’
三
三
六
・
四
九
へ

三
訓
陰
コ
ゴ

五
、
八
一
九
．
〇
五
〇
一

　
　
1
1
五
、
六
一
六
一

｝
計

画
の
線
に
そ
つ
て
従
來
よ
り
幾
分
経
済
部

可
に
u
e
e
x
が
そ
え
れ
叉
高
塁
校
の
新
築

も
折
込
ま
れ
て
い
る
そ
の
内
容
は
次
表
の
通

㎜り
で
あ
・
。

1

一

、
そ
の
他

職
員
定
数
条
例
改
正
、
高
等
学
校
建
築
、
災

害
学
校
復
旧

工

事
、
同
起
債
、
及
び
災
害
土

木
工
事
実
施
の

件
等
、
七
件
が
、
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。

倫

当
日
柴
立
議
長
の
退
職
を
決
定
し
仁
o

　
　
　
　
の

　
夏
時
間
と
サ
イ
レ
ン
時
報

予

　
＿

W

◎
五
月
六
日
よ
り
夏
．
時
間
川
で
す
’
時
計
は
朝

　
早

く
か
五
日
の
晩
寝
る
前
に
一
時
間
進
め

　
て
下
さ
い
。

◎
五
月
｛
ハ
日
よ
り
サ
イ
レ
ン
は
夏
時
刻
に
よ

　
り
次
の
通
り
改
め
ま
す
。

　
．
F
　
　
り
　
　
　
　
L
、
　
　
寺
　
　
　
　
、
　
　
寺

　
ノ
’
　
　
　
ユ
日
　
　
　
一
　
「
ノ
　
　
t
＝
［
　
4
／
　
　
m

　
午
　
後
　
　
○
　
時
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仁
、
本
村
は
竹
林
旦

　
砧
は
多
い
が
筍
を
み
だ
り
に
か
’
；
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節
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○
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